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トップインタビュー

　平素は格別のご支援を賜り、誠にありがとうございます。
第49期のご報告にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　当連結会計年度（2018年４月１日から2019年３月31日）
におけるわが国経済は、継続的な政府の経済政策や日銀
の金融緩和策の効果によって、雇用情勢の改善を中心に
緩やかな景気回復基調で推移したものの、地震や台風など、
相次ぐ自然災害の国内経済への影響や、海外経済の動向
と政策に関する不確実性、金融資本市場の変動の影響に
より、依然として不安定な状況が続いております。
　外食産業におきましては、業界全体として月間売上高が当
連結会計年度を通じて前年を上回るなど好調に推移しており
ますが、依然として消費者に根付いた低価格志向は変化が
なく、原材料価格の高騰や人手不足による人件費の上昇
などに加え、業種・業態の垣根を越えた顧客獲得競争も
激化しており、引き続き厳しい経営環境が続いております。
　このような環境のもと当社グループは、お客様起点思考
の視座をグループ全社で堅持しながら、店舗の改革を進める
と 共 に、 当 社 ビ ジ ョ ン「No.1 Noodle Restaurant 
Company」を共有し、①事業基盤の強化②収益力の向上
③成長戦略の推進を経営の柱として取り組んでまいりました。
　本紙面は、その間の取り組み内容をご紹介いたしております
ので、ご高覧いただければ幸いでございます。

2019年６月

伊藤 修二代表取締役社長兼最高執行責任者（COO）

□�連結売上高 □�連結経常利益 □�連結純資産・連結総資産□�親会社株主に帰属する
　�当期純利益
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持株会社体制への移行
【Q1】 持株会社体制移行の具体的な効果や今後の

展開をお聞かせください。
　外食産業におきましては、依然として消費者に根付いた
低価格志向が続いており、食材価格や人件費の上昇などに
加え、業種・業態の垣根を越えた顧客獲得競争も激化して
おり、引き続き厳しい経営環境が続いております。
　このような環境に対応しつつ当社グループの中期目標である

「店舗数500店舗、売上高400億円、経常利益30億円、FC
比率20%、海外出店国数10ヵ国」の早期達成と企業価値の
更なる向上並びに持続的な成長を実現するために、当社
グループは2018年10月1日に持株会社体制へ移行いたしま
した。これにより、持株会社はグループ全体の経営に専念し、
中長期的な成長戦略の立案、次世代経営人財の育成に取り
組む一方、事業会社は営業推進や業務改革、改善の迅速化
など、業務執行に注力いたしております。具体的な成果が
直ちに出るものではありませんが、2020年に控える創業
50年を通過点とし、創業100年を見据えた成長企業へと進化
するために、大きく舵を切ることができたと考えております。
　持株会社移行と同時に制定した経営理念、『私たちは、「食」
と「職」の楽しさを創造し、地域社会に貢献します ～すべて
は みんなのゆたかさと笑顔のために～』のもと、CSR活動
のみならず、本業推進そのものが社会的価値の実現に繋が
るべきとの考え方のCSV、そしてESGへの取り組みを強化し、
グループビジョンである「No.1 Noodle Restaurant Company」
を目指しつつ三方よしの経営を実現させることで、将来に
向けた事業基盤の強化を進めてまいります。

業績レビュー
【Q2】 当期の業績についてお聞かせください。
　当社グループの2019年3月期連結業績は次の通りとなり、
売上高と営業・経常利益は計画を上回ったものの、最終
利益は大幅に下回ることとなりました。
　括弧内は計画値です。

　達成３項目は、労働需給逼迫による人件費の上昇に加え、
天候不順などによる原材料費の上昇などの影響があった
ものの、新規出店店舗が堅調に推移したこと、そして旬
の味覚による季節限定メニューがお客様から高いご評価
をいただけたことによるものです。一方、親会社株主に
帰属する当期純利益につきましては、店舗関連設備など
の減損計上、減損済み店舗へのお客様満足度向上に向けた

CSR : Corporate Social Responsibility、企業の社会的責任
CSV : Creating Shared Value、共有価値の創造
ESG ： Environment・Social・Governance、環境・社会・企業統治

持株会社体制へ移行し、100年続く企業へ

売 上 高 26,636百万円 （26,500百万円）

営 業 利 益 715百万円 （700百万円）

経 常 利 益 765百万円 (740百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益 76百万円（440百万円）
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設備投資、および保有有価証券の評価損を特別損失に計上
したことにより、計画を大きく下回る結果となりました。
当期純利益が計画未達となったのは7年ぶりであり、誠に
申し訳なく存じますとともに、本年度は計画を必達すべく
経営に取り組んでまいります。
　昨年度の店舗展開におきましては、主力業態である「和食
麺処サガミ」を3店舗、「味の民芸」を2店舗、今後のフラ
ンチャイズ展開を見据えた小型業態である「かつたに」、

「ぶぶか」を計4店舗、更に、欧州本格進出第1号店となる
「SAGAMI ミラノ駅前店」をイタリアに1店舗、「SAGAMI 
トンロー店」をタイ・バンコクのドンキモールトンロー店内
に1店舗の合計11店舗の出店を行い、当初計画を達成する
ことができました。中でも、「味の民芸」につきましては、
郊外型店舗として16年ぶりの出店となりました。業態初の

「TOS（テーブルオーダーシステム）」を導入し、新規オー
プン以降、地域のお客様からも大変ご好評をいただいて
おります。「TOS」につきましては、お客様の利便性向上、
および店舗業務の効率化に向け検証を進めてまいります。

経営の改善・改革
【Q3】 中期経営計画（ローリングプラン2020）に

おける重点施策の進捗や今後の展開をお聞
かせください。

　当社では従前より「事業基盤の強化」「収益力の向上」
「成長戦略の推進」を経営の3本柱として掲げ、取り組み
を進めてまいりましたがこれを更に推進いたします。

　「事業基盤の強化」につきましては、2019年度は「部下
を育てよう！」をスローガンに人財育成を進めると同時に、
客数増に注力してまいります。また、持株会社への移行
と本社移転による本社機能統合の効果の最大化を目指し
てまいります。

　「収益力の向上」につきまして、2018年度は販促面
で新たな取り組みを進めました。CRM（顧客関係性マネ
ジメント）推進の一環としてオリジナルアプリを活用する
とともに、名古屋を地盤として活躍するアイドルグループ
SKE48との年間タイアップキャンペーンを企画し、8月
には当社グループの主力商品である「ざるそば」を対象
とした「さるそば対決」、SNSを活用したフォトコンテスト
を実施し、多くのお客様にキャンペーンに参加していた
だくことができました。このようにお客様起点でのメニュー
政策や販売促進企画を実施することで、お客様にとって
の価値を更に向上させるべく進めてまいります。
　コスト削減面では、各部署での生産性向上と直輸入の
推進を進めております。
　食材価格の高騰が懸念される中、既に玄蕎麦や鶏肉、
豚肉を直輸入しておりますが、その幅を広げると共に、
商品の品質や付加価値の向上にも繋げるべく、SCM（サプ
ライチェーンマネジメント）の再構築に取り組みます。

　「成長戦略の推進」につきまして、国内においては、
主力業態の出店加速をテーマとして掲げ、大型業態5店舗
と小型業態4店舗の出店を行いました。今後もお客様に
とって、より身近で、よりご利用いただきやすいよう店舗網
を拡大してまいります。

トップインタビュー

1
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　海外では、成功を収めたミラノ万博後の2年に亘るテスト
マーケティングが期待を上回る成果を挙げたため、昨年
11月に欧州第1号店をミラノ中央駅前に出店し、アジアで
は本年2月にタイ・バンコクのドンキモールトンロー店内
にも出店いたしました。ASEANを海外における重点出店
地域と位置付けておりますが、今後は、欧州での店舗展
開も視野に入れてまいります。
　また、フランチャイズ事業も推進いたします。らーめん
専門店「ぶぶか」は同名のカップ麺が全国販売されるなど
知名度が高く、手延べうどんの小型業態「水山」、チルド
で直輸入した米国豚肉のとんかつ専門店「かつたに」と
あわせた3業態を今年3月に開催されたFCショーに出展し、
フランチャイズパートナーの募集を行っております。

企業価値向上
【Q4】 サガミグループのブランド化への取り組み

についてお聞かせください。
　値上げがままならない中でコスト上昇が続いており、
働き方改革や10月からの消費税増税が控えるなど、外食
産業を取り巻く環境は今後更に厳しさを増すものと予測され
ます。そうした中、労使一体となって業務に取り組むこと
が必要と考え、5月1日は10連休の最中でしたが原則全店
一斉休業といたしました。モールの中など例外はありますが、

「和食麺処サガミ」は2004年以来、「味の民芸」は2011
年以来初めての全店休業となり、その分売上は落ちた
もの の、 現 場からはリフレッシュできたと喜び の 声 が 
寄せられており、全社的に士気向上に繋がったと確信して
おります。
　今年7月、同じ名古屋市守山区内で新本社に移転いたし
ます。長らく守山区と県内の飛島村に分かれていた不便
な2本社体制がこれでようやく一体化されます。経営戦略
部門とメニュー開発部門が一体化することで、メニュー開発

の更なる効率化、購買部門との意思の疎通の高度化が図れ、
新体制で来年の創業50周年を迎えられることとなりました。
　昨年より「CSV」の向上にむけ、近年投資判断基準とし
ても注目されている「ESG」への取り組みを強化しており、
環境面では、グループ全店のLEDへの切り替えを推進する
と共に、エコ箸などを導入いたしました。今年度中には、
お持ち帰り用の容器や、レジ袋を環境に配慮した原材料へ
変更し、継続して環境への取り組みを推進してまいります。
　社会的側面では、女性活躍推進の一環として、愛知県に
本社を構える外食企業としては初となる「あいち女性輝き
カンパニー」認証を取得いたしました。ガバナンス面では、
かねてより代表取締役に対する無記名信任投票を継続して
おりますが、昨年10月には報酬諮問委員会を発展的に
解消し、取締役の選解任を検討する機能を加えた「指名・
報酬諮問委員会」を設置いたしました。2019年度は「監査
等委員会設置会社」への移行を総会にお諮りし、ガバナンス
の更なる強化を進めてまいります。

株主の皆様へ
【Q5】 改めて株主の皆様にメッセージをお願いします。
　人口減少や高齢化、異業種との競争などに加え、消費
増税、また米中経済摩擦による景気減速懸念やブレグ
ジットによる不確実性など、当業界並びに当社にとりまし
て逆風が続くものと予測されます。このような環境の下、
当社グループは、「CSV経営」を推進し、グループビジョン
である「No.1 Noodle Restaurant Company」を実現 
するため、柔軟かつ着実に取り組んでまいります。
　株主の皆様におかれましては今後ともご支援、ご愛顧
を賜りますようお願い申し上げます。

4
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　2019年６月27日開催の当社第49期定時株主総会において、定款一部変更についての承認をいただき、監査役会設置
会社から監査等委員会設置会社へ移行することになりましたのでお知らせいたします。

　企業を取り巻く環境の変化は非常に早く、リスクを
ふまえた迅速な意思決定が要求され、またそれを支える
透明性の高いガバナンスが求められてきています。当社は、
昨年10月に持株会社に移行いたしました。取締役会の実効
性評価に基づき、あるべきガバナンス体制について議
論を行い、継続的に検討をしてきました。その結果、
当社グループビジョンである「No.1 Noodle Restaurant 
Company」の実現には、取締役会内部においては執行
機能と監督機能の分離の明確化と、コーポレートガバ
ナンスの実効性を高めるとともに、意思決定のさらなる
迅速化を図ることができる「監査等委員会設置会社」へ
の移行がふさわしいと判断いたしました。

監査等委員会設置会社への移行

トピックス

TOPICS

1

移行の背景

〈取締役会〉 〈監査役会〉

※3人以上で構成
※社外監査役を半数以上
※常勤監査役を選任

監査役取締役 取締役

代表取締役

社外取締役
（任意） 社外

監査役
社外
監査役

【監査役会設置会社制度】

【監査等委員会設置会社制度】POINT

▲

監査等委員が議決権をもつ▲
�取締役の選解任や報酬に
ついて株主総会での意見
陳述権

監督機能の強化

▲

�業務執行取締役へ重要な業
務執行の決定を委任

意思決定の迅速化

▲

�内部統制・監査室および�
グループ監査役による情報
共有、フォロー等

監査の
フォロー体制構築

ポイント

1

2

3

〈株主総会〉 株 主

選任・解任

選任・解任

監 

査

選任・解任

選任・解任

選任・解任監督

〈取締役会〉

取締役 取締役

代表取締役

社外取締役
（任意）

監
査
・
監
督

選任・解任監督

〈監査等委員会〉

※3人以上で構成
※社外取締役を過半数

取締役
社外取締役社外取締役

〈株主総会〉 株 主
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　外食産業の競争激化に対抗すべく現本社にある経営戦略部門
と、現状、愛知県飛島村の工場にあるメニュー開発部門が一体化
することで、より迅速に意思決定ができるように本社機能を下記
の通り移転いたします。

　味の民芸フードサービス株式会社は、手延べうどんと和食のファミリーレストラン『味の民芸』の出店を16年ぶり（ビル
インタイプを除く郊外型大型店として）に再開することができました。

【住　　所】�〒344-0066�埼玉県春日部市豊町�4-1-10
【電話番号】�048-795-7383
【営業時間】�11：00～23：00�（オーダーストップ�22：30）

【新所在地】�〒463-8535�名古屋市守山区八剣二丁目118番地

【電話番号】�株式会社サガミホールディングス�代表�052-737-6000

【移 転 日】�2019年７月14日

【住　　所】�〒203-0001�東京都東久留米市上の原�1-4-32
【電話番号】�042-420-7120
【営業時間】�11：00～23：00�（オーダーストップ�22：30）

本社移転

「味の民芸」二店舗出店

TOPICS

2

TOPICS

3

2019年3月1日、春日部ユリノキ通り店をオープン。 2019年3月14日、アクロスプラザ東久留米店をオープン。
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埼玉県
サガミ 5 店
味の民芸 3 店

富山県
サガミ 3 店長野県

びんむぎ 1 店

福井県
サガミ 1 店

石川県
サガミ 1 店

兵庫県
サガミ 1 店
味の民芸 2 店

京都府
サガミ 2 店

大阪府
サガミ 6 店

奈良県
サガミ 3 店

岡山県
味の民芸 3 店

タイ
サガミ  SAGAMI 2 店

イタリア
SAGAMI 1 店

ベトナム
水山 1 店

三重県
サガミ 13 店
あいそ家 1 店
どんどん庵 1 店
かつたに 1 店

愛知県
サガミ 46 店
あいそ家 8 店
製麺大学 3 店
どんどん庵 30 店
その他 7 店

滋賀県
サガミ 8 店 東京都

サガミ 4 店
味の民芸 22 店
水山 3 店
JIN JIN1 店
びんむぎ 1 店
ぶぶか 2 店

神奈川県
サガミ 6 店
味の民芸 12 店
水山 1 店
濱町 2 店

群馬県
味の民芸２店栃木県

味の民芸３店
JIN JIN１店

山梨県
味の民芸１店

千葉県
味の民芸8店

静岡県
サガミ 16 店
味の民芸 1 店

岐阜県
サガミ 20 店
どんどん庵 3 店
製麺大学 1 店
その他 3 店

135
店舗

57
店舗

40
店舗

34
店舗

（FC含む）

（FC含む）（FC含む）

（FC含む）

（FC含む）（FC含む）

百万円 百万円17,475 5,439

部門別外食事業の状況

和食麺類部門 味の民芸部門

百万円

百万円

875

2,704

どんどん庵部門

その他の部門

65.6% 20.4%

3.2%

10.1%

　当社主力業態である「和食麺処サガミ」において、全店販売促進企画として
「クーポン券配布企画」を３回、「SKE48タイアップキャンペーン企画」を２回、「大
感謝祭」を３回、「料理フェア」を９回、「御園座鑑賞券プレゼント企画」を１回実
施し、Yahoo!ダイニングの「すごい食べ放題特集」に３回参加いたしました。
また「こだわりテレビCM」を愛知県・三重県・岐阜県・富山県・滋賀県・静岡
県・埼玉県・奈良県・神奈川県・兵庫県・大阪府・京都府の２府10県で４回放
映いたしました。しかしながら、既存店売上高は前年同一期間に対して1.1％減
となり、既存店客数は前年同一期間に対して2.9％減、客単価が前年同一期間
に対して1.8％増となりました。店舗関係では、「和食麺処サガミ 越谷南店」（４月）
を埼玉県越谷市に出店し、「和食麺処サガミ 東海店」（６月）を愛知県東海市に
出店、「和食麺処サガミ 豊橋柱店」（７月）を愛知県豊橋市に出店いたしました。
一方で、契約満了により「和食麺処サガミ 鳴海店」（３月）を閉鎖いたしました。

　手延べうどんと和食の「味の民芸」においては、全店販売促進企画として「料理フェ
ア」を９回、「スクラッチカード配布企画」を７回、「敬老の日企画」、「和食の日企画」、「節分
の日企画」を各１回実施したほか、「うどん食べ放題企画」を２回実施いたしました。店舗
関係では、「味の民芸 春日部ユリノキ通り店」（３月）を埼玉県春日部市に出店し、「味の
民芸 アクロスプラザ東久留米店」（３月）を東京都東久留米市に出店いたしました。

■ 対象店舗

■ 対象店舗

　セルフサービス方式の「どんどん庵」においては、全店販売促進企画として「料理
フェア」を９回実施したほか、「どんどん祭」を３回実施いたしました。

　その他の部門では、団欒食堂「あいそ家」において、「料理フェア」を８回、「夏の団欒祭り」、
「旅行企画」、「ハイライフポークキャンペーン企画」を各１回実施したほか、とんかつ専門店
「かつたに」においては、料理フェアを９回実施いたしました。国内店舗関係では、「ぶぶか 
吉祥寺北口店」（４月）を出店、「かつたに アピタ四日市店」（５月）、「ぶぶか 新宿紀伊国屋店」

（11月）、「かつたに イオンモールナゴヤドーム前店」（11月）を出店いたしました。一方で、
「濱町 座間店」（９月）を閉鎖いたしました。海外店舗関係では、イタリアに「SAGAMI ミラノ
駅前店」（11月）、タイに「SAGAMIトンロー店」（３月）を出店いたしました。一方で、「上海
盛賀美 静安寺店」（４月）、「SAGAMI イオンモールBSD店」（６月）、ベトナム高島屋ホーチ
ミン店に出店していた「JINJIN」（７月）を閉鎖いたしました。

■ 対象店舗 ■ 対象店舗

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2017.3

（単位：百万円）

2018.3 2019.3

17,47517,23116,964

0

1,000

2,000

3,000

6,000

5,000

4,000

（単位：百万円）

2019.3

5,439

2017.3 2018.3

5,2825,129

0

500

1,000

1,500

2,000

2017.3

（単位：百万円）

2018.3 2019.3

875921948

0

1,000

2,000

4,000

3,000

（単位：百万円）

2017.3 2018.3 2019.3

2,7042,657 2,505
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埼玉県
サガミ 5 店
味の民芸 3 店

富山県
サガミ 3 店長野県

びんむぎ 1 店

福井県
サガミ 1 店

石川県
サガミ 1 店

兵庫県
サガミ 1 店
味の民芸 2 店

京都府
サガミ 2 店

大阪府
サガミ 6 店

奈良県
サガミ 3 店

岡山県
味の民芸 3 店

タイ
サガミ  SAGAMI 2 店

イタリア
SAGAMI 1 店

ベトナム
水山 1 店

三重県
サガミ 13 店
あいそ家 1 店
どんどん庵 1 店
かつたに 1 店

愛知県
サガミ 46 店
あいそ家 8 店
製麺大学 3 店
どんどん庵 30 店
その他 7 店

滋賀県
サガミ 8 店 東京都

サガミ 4 店
味の民芸 22 店
水山 3 店
JIN JIN1 店
びんむぎ 1 店
ぶぶか 2 店

神奈川県
サガミ 6 店
味の民芸 12 店
水山 1 店
濱町 2 店

群馬県
味の民芸２店栃木県

味の民芸３店
JIN JIN１店

山梨県
味の民芸１店

千葉県
味の民芸8店

静岡県
サガミ 16 店
味の民芸 1 店

岐阜県
サガミ 20 店
どんどん庵 3 店
製麺大学 1 店
その他 3 店

店舗ネットワーク
（2019年3月31日現在）

当社グループは、「和食麺処�サガミ」「味の民芸」「あいそ家」
「どんどん庵」「水山」「製麺大学」「サガミ村」「さがみ庭」「びんむぎ」
「JINJIN」「濱町」「健やか食堂」「DelaPASTA� K i tchen」�
「かつたに」「ぶぶか」「SAGAMI」を展開しております。また
海外はタイ王国のバンコク、ベトナムのホーチミン、イタリア
のミラノに展開しております。

新店舗情報 2019年5月3日にオープン

【どんどん庵 豊田逢妻店】
セルフうどん「どんどん庵」の出店を10年ぶりに再開
いたしました。
【住　　所】�〒471-0052�愛知県豊田市逢妻町4丁目59番地１
【電話番号】�0565-37-3539
【営業時間】�11：00～21:00（ラストオーダー20：30）

合計
266

店舗

8
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連結財務諸表（要約）

流動負債
3,275

流動負債
3,597

純資産
14,057

純資産
14,089

固定資産
13,664

流動資産
6,181 固定負債

2,190

 資産合計
18,175

負債純資産合計
19,845

2018年3月期 2019年3月期 2018年3月期 2019年3月期

固定資産
13,317

流動資産
4,857 固定負債

809

 資産合計
19,845

負債純資産合計
18,175

有形
固定資産

9,403

株主資本
13,954

その他の
包括利益
累計額
101

無形
固定資産

829

投資その他の
資産

3,083

有形
固定資産
10,023

無形
固定資産
685

投資その他の
資産
2,954 株主資本

14,011

その他の
包括利益

累計額
77

■ 連結損益計算書 （単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：百万円）■ 連結キャッシュ・フロー計算書

30,000

1,000

10,000

20,000

2018年3月期 2019年3月期

売上高
26,636

売上高
26,184

売上原価
8,083

売上
総利益
18,553

販売費
及び

一般管理費
17,837

営業
利益
715

営業外
収益
52

営業外
費用
2

経常
利益
765

特別
利益
25

特別
損失
504

税金等
調整前
当期
純利益
285

法人税等
210

親会社
株主に
帰属する
当期
純利益
76

営業
利益
883

経常
利益
960

親会社
株主に
帰属する
当期
純利益
597

2019年3月期

現金及び
現金同等物の
期末残高
4,833

投資活動による
キャッシュ・フロー
△1,158現金及び

現金同等物の
期首残高
3,796

財務活動による
キャッシュ・フロー

1,079

営業活動による
キャッシュ・フロー

1,111

■ 連結貸借対照表

9
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会社概要・株式情報 （2019年3月31日現在）

■

（2019年6月27日現在）

■�会社概要 ■�株式情報
商 号
設 立 年 月 日
資 本 金
従 業 員 数
本 社
店 舗 数
グループ企業

株式会社サガミホールディングス
1970年（昭和45年）3月4日
7,178,109,149円
595名
名古屋市守山区森孝一丁目1709番地
266店舗
サガミレストランツ株式会社
味の民芸フードサービス株式会社
株式会社サガミマネジメントサポート
株式会社サガミフード
サガミインターナショナル株式会社
SINGAPORE SAGAMI PTE.LTD.
BANGKOK SAGAMI CO.,LTD.
NADEERA GLOBAL CO.,LTD.
VIETNAM SAGAMI JOINT STOCK COMPANY
SAGAMI ITALIA S.R.L.

代表取締役会長
兼最高経営責任者（CEO） 鎌　田　 敏　行

代表取締役社長
兼最高執行責任者（COO） 伊　藤　 修　二

取締役常務執行役員 大　西　 尚　真

取締役執行役員 長谷川　 喜　昭

取締役執行役員 鷲　津　 年　春

取 締 役 遠　藤　 良　治 （社外）

取 締 役 川　瀬　 千賀子 （社外）

取締役常勤監査等委員 伊　垣　 政　利

取締役監査等委員 神　谷　 俊　一 （社外）

取締役監査等委員 村　上　 貴　子 （社外）

（注）�� �遠藤良治、川瀬千賀子、神谷俊一および村上貴子の各氏は、
「会社法」第2条第15号に定める社外取締役であります。

発行可能株式総数 100,000,000株

■�役　　員

（注）  1.  持株比率は自己株式を控除して算出しております。
 2. 当社は、自己株式として16,722株を所有しております。
 3.  当社は、株式給付信託（BBT）を導入しており、資産管理サービス

信託銀行株式会社（信託E口）が133,200株を所有しておりますが、
ここでは上記自己株式に含めておりません。

株主名 持株数（百株）持株比率（%）

�昭和産業株式会社 11,940 4.50

�アサヒビール株式会社 10,320 3.89

�株式会社愛知銀行 9,239 3.48

�日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5,645 2.13

�日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 5,240 1.97

�日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５） 5,139 1.94

�株式会社昭和 4,339 1.63

�第一生命保険株式会社 3,990 1.50

�大嶋つき子 3,754 1.41

�サガミ共栄会 3,753 1.41

�合　計 63,361 23.92

株式分布状況
①所有者別分布 ②所有株式数別分布

  5千株未満
（57.28％）

  50万株以上
（17.93％）

  10万株以上
（17.26％）

5千株以上（0.81％）
1万株以上（3.35％）
5万株以上（3.37％）

  金融機関（17.98％）

  個人・その他
（64.63％）

 外国人
（1.80％）

その他法人
（15.10％）

金融商品取引業者（0.49％）

  5千株未満
（57.28％）

  50万株以上
（17.93％）

  10万株以上
（17.26％）

5千株以上（0.81％）
1万株以上（3.35％）
5万株以上（3.37％）

  金融機関（17.98％）

  個人・その他
（64.63％）

 外国人
（1.80％）

その他法人
（15.10％）

金融商品取引業者（0.49％）

■5

1

■
■
■

発行済株式総数
株主数
大株主

26,501,784株
16,461名

2

3

4
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010_0213301301906.indd   10 2019/06/13   14:35:25



■ 株主優待のご案内
・1,000株以上保有の株主様※1

　�年間3万円分（消費税を含む）の株主優待食事券�
（１万5千円を年2回）を贈呈
・500株以上1,000株未満保有の株主様※2

　20％割引券を年間10枚（5枚を年2回）贈呈
・100株以上500株未満保有の株主様※2

　20％割引券を年間4枚（2枚を年2回）贈呈

株主メモ

〒463-8535　名古屋市守山区森孝一丁目1709番地
電話 052-771-2126

〒463-8535　名古屋市守山区八剣二丁目１１８番地
電話 052-737-6000

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

配当金受領株主確定日

基 準 日

4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月下旬
期末配当金　毎年3月31日
中間配当金　毎年9月30日
定時株主総会関係　毎年3月31日
その他必要がある場合は、あらかじめ
公告いたします。

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

同 事 務 取 扱 場 所

郵 便 物 送 付 先
及 び 電 話 照 会 先

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号　三井住友信託銀行株式会社

〒460-8685　名古屋市中区栄三丁目15番33号　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-782-031（通話料無料）

公 告 方 法

上場金融商品取引所

イ ン タ ー ネ ッ ト
ホ ー ム ペ ー ジ

電子公告
事故その他やむを得ない事由によって
電子公告による公告ができない場合は、
日本経済新聞に掲載いたします。

東京証券取引所　 市場第一部
名古屋証券取引所 市場第一部

https://www.sagami-holdings.co.jp/

【権利確定日】毎年3月31日、9月30日 
【発送予定】毎年6月下旬、12月中旬

見 本

※1.1回の利用額に制限がなく、「サガミ」「味の民芸」「あいそ家」「どんどん庵」「水山」「製麺大学」「サガミ村」「SAGAMI」「さがみ庭」「ごちたく」
「びんむぎ」「JINJIN」「Dela PASTA Kitchen」「濱町」「健やか食堂」「かつたに」「蕎麦工房 サガミ」「ぶぶか」にてご利用いただけます。

※2.1枚に付き、割引上限金額は3,000円（税込）となります。株主優待券を含む他の券との併用はできません。ご飲食代金にのみご利用いただけます。
「どんどん庵」「水山」「製麺大学」「JINJIN」「サガミ村」「Dela PASTA Kitchen」「びんむぎ」「健やか食堂」「かつたに」「ぶぶか」においては、
20％割引ではなく、お一人100円（税込）割引とさせていただき、1枚で４名様までご利用いただけます。

□ 

見 本

左記QRコードよりご利用店舗
をご確認いただけます。

証券コード：9900
No.1 Noodle Restaurant Company
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